
はじめに
　平成 30 年 3 月告示高等学校学習指導要領（文部科学
省 2018）では，知・徳・体にわたる「生きる力」を生
徒に育むために「何のために学ぶのか」という各教科等
を学ぶ意義を共有しながら，授業の創意工夫や教科書等
の教材の改善を引き出していくことができるようにす
るため，全ての教科等の目標や内容が「知識及び技能」，

「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間
性等」の三つの柱で再整理された。また理科においても

「見方・考え方を働かせ，見通しを持って観察，実験を
行うことを通して，自然の事物・現象について科学的に
探究する学習を充実する」といった基本的な考え方のも
と，内容の改善の一つとして，「生物基礎」，「生物」の
指導で取り上げる用語の数が規定され，それらをもとに
生徒自身が思考力，判断力を発揮して主要な概念を理解
できるようにすることとされた。
　高等学校の生物用語に関する先行研究については，渥
美ら（2018）が高校生物の内容の豊富さを「用語」の数
から明らかにすることを目的に調査を行い，「用語」の
重要度は選定者の属性に結果が異なることを示した。ま
た，中道（2020）は「生物基礎」の用語について高校の
生物教員の意見をアンケート調査によりまとめ，授業者
における概念の階層化の重要性を述べている。高等学校
では今年度より新学習指導要領が年次進行で実施され
ており，生物基礎の遺伝分野においては「遺伝子とそ
の働き」の単元で，「遺伝情報の分配」が削除され，こ
こで扱われていた体細胞分裂，細胞周期等の内容は「遺
伝情報と DNA」に組み込まれた。また，教科書の内容
に関しても，資質・能力の育成の観点から，実物を扱う

観察や実験等に加え，資料に基づいて特徴や関係を見出
させたり，関連づけたりする内容のものが多く採用され
るようになった。このことを受け，本研究では，高等学
校「生物基礎」の遺伝分野を対象とし，平成 30 年告示
学習指導要領解説理科編（文部科学省 2019）及び，昨
年度まで使用されていた教科書（以下，旧教科書と表記）
5 冊（（数研出版（以下，数研と表記），嶋田ら 2016），（第
一学習社（以下，第一と表記）吉里ら 2017），（啓林館（以
下，啓林と表記），本川ら 2016），（実教出版（以下，実
教と表記）庄野ら 2017），（東京書籍（以下，東書と表記）
浅島ら 2017））と，今年度から使用されている教科書（以
下，新教科書と表記）5 冊（（数研，嶋田ら 2022），（第
一，吉里ら 2022），（啓林，赤坂ら 2021），（実教，最上
ら 2022），（東書，浅島ら 2022））について比較調査を行っ
た。尚，実教の新教科書に関しては，生基 703 を調査の
対象とした。また，中学校で使用されている教科書 1 冊

（啓林，大矢ら 2021）の調査も同様に行い比較すること
で，教科書の特徴や違い，中学校との系統性や学習指導
要領とのつながりを明らかにすることとした。

調査の方法
　調査の対象は，高等学校「生物基礎」において平成
29 年度から令和 3 年度まで使用されていた教科書（旧
教科書）5 冊と令和 4 年度から使用されている教科書（新
教科書）5 冊について，現在出版されている 5 社（数研，
第一，啓林，実教，東書）のもの計 10 冊と，中学校「理科」
において令和 3 年度から使用されている教科書のうち，
兵庫県で最も採択率の高い，啓林館「未来へつながるサ
イエンス 3」1 冊，高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）
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解説理科編理数編 1 冊の計 12 冊とした。
　調査の方法としては，まず，新旧教科書の総ページ
数，遺伝分野のページ数，本文以外の，「観察・実験」，

「コラム」，「発展」等（以下，囲み記事と表記），図，表，
そして QR コードの数を調べ表にまとめた。次に，新旧
教科書及び学習指導要領の「生物基礎」遺伝分野の用語
の抽出を行った。教科書の重要用語に関しては，渥美ら

（2018）の方法を参考に，太字で表示された語句，見出
しに用いられた語句を用語として抽出した。索引につ
いては単元を遺伝分野に限定したため，対象外とした。
学習指導要領の用語抽出に関しては中道（2020）の報告
を参考にし，文章中にある生物用語と思われるものを抽
出することとした。

結果
　高等学校「生物基礎」の新旧教科書の比較結果を表 1
に示した。教科書のサイズとページ数については，第
一で A5 版から B5 変形版に，実教で A5 版から B5 版に
変更されていた。他の３社では変更はなく，全て A5 版
であった。総ページ数については，数研で 24 ページの
増加，実教で 16 ページの減少，東書で２ページの減少，
第一と啓林では増減はなかった。遺伝分野のページ数が
増加したものは，多い順に，数研 6 ページ，啓林 2 ペー
ジであった。減少したものは多い順に，第一 3 ページ，
東書２ページ，実教 1 ページであった。総ページ数に対
する遺伝分野の占めるページ数の割合が増加したもの
は，多い順に数研と啓林で 0.8 ポイント，実教で 0.6 ポ
イントであった。減少したものは，多い順に第一で 1.3
ポイント，東書で 0.7 ポイントであった。次に，本文中
の図の数について，東書を除いた 4 社では増加しており，
東書では減少していた。最も差があったのは実教の 17
増加で，合計 32 の図が使用されていた。本文中の表の
数については，啓林，実教，東書では増加し，他 2 社で
は数に変化はなかった。次に，囲み記事について，「観察・

実験」は５社ともに減少していた。啓林では「観察・実験」
は「探究」と「資料学習」に，東書では「実習」となっ
た。各社で章末にあった「探究活動」は削除され，「観察・
実験」同様，「実習」や「演習」の他の囲み記事で扱わ
れるようになった。「観察・実験」及び「探究活動」の
内容に関しては，旧教科書では，DNA の抽出，体細胞
分裂の観察，パフの観察と DNA の分子模型作りの４項
目が扱われていたが，そのうち DNA の抽出については
5 社中 3 社が「生物の特徴」の単元で扱うようになった。
体細胞分裂の観察については，5 社中 2 社が資料学習と
して扱うようになり，パフの観察については 5 社中 2 社
で削除され，1 社が資料学習として扱うようになった。
DNAの分子模型作りは新旧で変化はなかった（表2）。「発
展」について，啓林では３項目が加わったが，他の４社
ではそれぞれ減少した。QR コードについては，Giga ス
クール構想による 1 人 1 台端末の導入を背景に新教科書
から新たに付け加えられ，端末から Web コンテンツに
アクセスし，動画やアニメーション，資料などを見る
ことが可能となっている。本文中の QR コード（実教で
は目次に１つ掲載され，本文中には「QR」のロゴのみ
の記載となっている）の数では，多い順に，啓林 18 個，
数研 10 個，第一８個，実教と東書が 7 個であった。
　学習指導要領解説中の用語が新教科書で重要用語と
して使用されているか調査した結果では，学習指導要
領中の用語全 25 語のうち 19 語（76%）が５社ともに重
要用語であった。４社が重要用語としていたものは「ア

表1  高等学校「生物基礎」新旧教科書の比較

＊表1は１ページの横幅に収まるように。

表2 新旧教科書「観察・実験」及び「探究活動」の内容の変化

＊表2は半ページの横幅に収まるように。

「移動」：遺伝分野から「生物の特徴」へ
「資料」：資料をもとに、結果の考察を行う活動。「発展」などでの扱いは削除(–)とみなした。

表 １　高等学校「生物基礎」新旧教科書の比較

表 ２　新旧教科書「観察・実験」及び
「探究活動」の内容の変化

「移動」：遺伝分野から「生物の特徴」へ
「資料」： 資料をもとに、結果の考察を行う活動。「発展」などでの扱いは削除 (–) と

みなした。
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ミノ酸配列」と「体細胞分裂」の 2 語，３社のものは「リ
ン酸」，「糖」の 2 語，１社のものは「ヌクレオチド鎖」
の 1 語，「酵素」は 0 社であった（表 3）。
　新旧教科書で重要用語数について調査した結果を表 4
に示した。まず，新教科書の本文中における重要用語
では数の多い順に，数研 61 語，啓林 58 語，東書 47 語，
第一 42 語，実教 40 語であった。「コラム」や「発展」
など本文以外の囲み記事における重要用語は，啓林 44
語，第一 36 語，数研 26 語，実教 21 語，東書 16 語で
あった。合わせると，啓林 102 語，数研 87 語，第一 78
語，東書 63 語，実教 61 語であった。増減に着目すると，
本文中で増加したのは，数研 17 語，第一 10 語，啓林 7
語で，減少したのは，東書 16 語，実教 14 語であった。
囲み記事中で増加したのは，第一 7 語，減少したのは東
書 24 語，実教 16 語，啓林 13 語，数研 12 語であった。
合わせて，増加したのは，第一 17 語，数研 5 語，減少
したのは，東書 40 語，実教 30 語，啓林 6 語であった。
次に，出版社が共通に重要用語として採用している用語
を調べた。５社が共通に，重要用語として記載している
ものは本文中で 31 語，囲み記事を合わせると 37 語あっ
た。同様に，４社が重要用語としたもの，本文中で 5 語，
囲み記事を合わせると 11 語，３社のものは，本文中で

10 語，囲み記事を合わせると 22 語，２社のものは，本
文中で 6 語，囲み記事を合わせると 18 語，１社のみの
ものは，本文中で 9 語，囲み記事を合わせると 60 語で
あった（表 5）。
　中学校教科書の用語と高等学校新教科書との比較で
は，共通の重要用語が 10 語あり，そのうち，「遺伝子」，

「染色体」，「DNA」は５社とも重要用語とされていた。「形
質」，「体細胞分裂」は４社，「遺伝」，「細胞分裂」は３社，

「減数分裂」，「メンデル」，「発生」は１社であった（表 6）。

　 
考察
　高等学校「生物基礎」遺伝分野の新旧教科書の比較結
果から，数研では本文中の図が増加したことに加え，「実
習」の追加と「思考学習」の増加により，遺伝分野のペー
ジ数が増加したと考えられる。第一では，教科書のサイ
ズが大きくなり遺伝分野のページ数は減少したが，本
文中の図の数が 23 個あり，囲み記事の「資料学習」と

「演習」が新設されたため，図の数や囲み記事全体の数
が増加したと考えられる。啓林は，「観察・実験」，章
末の「探究活動」がなくなり，それらは「探究」や「資
料学習」で扱われるようになった。遺伝分野では，5 社
中で掲載されている QR コード（Web コンテンツ）の数
が最も多い。実教では，教科書のサイズが大きくなった
が，遺伝分野のページ数に増減はほとんどなかった。こ
れは，本文中の図が大幅に増加したためと考えられる。
また「参考」の項目が削除され，「チャレンジ」や「コ
ラム」や本文中で扱われるようになっている。東書では，
遺伝分野のページ数に増減はほとんどなかった。しか
し，項目に関しては「観察・実験」，章末の「探究活動」
がなくなり，それらが「実習」や「資料学習」で扱われ
るようになったり，本文中に「考えてみよう」や「やっ
てみよう」など学習者の思考を促す項目が新設されたり
と変化が見られた。
　全社に共通することとして「観察，実験」や「探究活動」
がこのように新教科書で扱われるようになった背景に
は，新学習指導要領の記載内容が変化したことがあると
考えられる。例えば DNA の抽出では「生物の特徴」で
の指導方法に「肝臓やブロッコリーなどから DNA の抽

表 ４　新旧「生物基礎」教科書の重要用語数の変化

注）「囲み記事」は本文以外の「コラム」や「発展」などを示す。

注）○は本文中の用語を示す。

表3 学習指導要領解説の用語と新「生物基礎」
教科書の重要用語との関係

表4 新旧「生物基礎」教科書の重要用語数の変化

注）「囲み記事」は本文以外の「コラム」や「発展」などを示す。

＊表3，4は半ページの横幅に収まるように。

表 ３　学習指導要領解説の用語と新「生物基礎」
教科書の重要用語との関係

注）○は本文中の用語を示す。
注）○は本文中の用語を示す。

表3 学習指導要領解説の用語と新「生物基礎」
教科書の重要用語との関係

表4 新旧「生物基礎」教科書の重要用語数の変化

注）「囲み記事」は本文以外の「コラム」や「発展」などを示す。

＊表3，4は半ページの横幅に収まるように。

表6 中学校教科書と高等学校新「生物基礎」
教科書の重要用語の比較

注）○は本文中の用語を示す。

＊表6は半ページの横幅に収まるように。

表 6　中学校教科書と高等学校新「生物基礎」
教科書の重要用語の比較

注）○は本文中の用語を示す。
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表5 新「生物基礎」教科書中の重要用語の出版社間での比較

注）○は本文中，それ以外は囲み記事中の用語を示す。探歴：探究の歴史， 資料：資料学習
太字は旧教科書で5社共通で重要用語だったもの。

＊表5は1ページの横幅に収まるように。

表 5　新「生物基礎」教科書中の重要用語の出版社間での比較

注）○は本文中，それ以外は囲み記事中の用語を示す。探歴：探究の歴史， 資料：資料学習
　　太字は旧教科書で 5 社共通で重要用語だったもの。
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出実験を行い」と例の記載があるが前の学習指導要領
にはこのような記載はない。また，「遺伝子とその働き」
では，目標や指導例の中に「資料に基づいて」という文
が頻繁に出現する。これらのことが教科書の内容や項目
に反映されていると考えられる。また大きな変化のも
う一つに，「探究の過程」を重視したことが挙げられる。
新旧の教科書で単元や学習項目の最初にある「〇〇は△
△だろうか。」のような「問い」の記載の有無に着目す
ると，旧教科書では 5 社中その記載があったものが東書，
啓林，実教の 3 社のみであり，そのうち学習項目に対
して細かく「問い」立てされていたのは東書のみであっ
た。それが，新教科書になると 5 社全てで学習項目の前
に「問い」が示されるようになり，本文や「実習」，「演
習」などの項目は，その「問い」に対する情報として記
載もしくは配置されるようになった結果，「観察・実験」
の扱い方が変わったと考えられる。
　学習指導要領中の用語と新教科書の重要用語との関
係では 76% の用語が 5 社ともに重要用語であった。こ
れらの用語は「遺伝子とその働き」の概念を理解する上
で重要なものであると考えられる。一方で，「ヌクレオ
チド鎖」や「酵素」は重要用語として採用している出
版社が少なかった。「ヌクレオチド鎖」は「ヌクレオチ
ドが鎖状に結合したもの」で用語の重要度としては「ヌ
クレオチド」の方が高く，あえて「ヌクレオチド鎖」を
重要用語とする必要はないと判断した出版社が多かっ
たものと推察される。「酵素」に関しては，遺伝分野よ
りも「生物とエネルギー」の単元で主に扱われるため，
5 社ともに重要用語としていなかったと考えられる。「生
物とエネルギー」の単元では 5 社ともに重要用語であっ
た。
　旧教科書から新教科書になり，複数の出版社で重要用
語から外れたものに，体細胞分裂分裂期の「前期」や「中
期」などや体細胞分裂観察時の「固定」や「解離」など
の用語があった。反対に DNA の複製に関する「半保存
的複製」は旧教科書では 4 社で「発展」で扱われていた
が，新教科書では 5 社ともに本文中での扱いに変わった。
このことから，新教科書においては体細胞分裂の細胞周
期で特に間期の DNA の複製と分配に重きを置いて扱わ
れるようになったことがうかがえる。
　中学校教科書と高等学校新教科書の用語の比較では

「遺伝子」，「DNA」，「染色体」の 3 語が高等学校新教科
書で 5 社共通に重要用語であった。高校生が生物基礎の
学習をスタートする際に，これらの用語にどのような概
念や理解を持っているのかを知ることは次の段階の学
習を進める上での重要な手がかりになると考えられる。
　次年度「生物」の改訂が行われるが，これらの重要用
語がどのように扱われることになるのか今後の検討課
題としたい。

まとめ
　今回，高等学校「生物基礎」遺伝分野の新旧教科書の
比較と高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説理

科編理数編，中学校「理科」の教科書の用語の調査を通
して，教科書出版社間の違いや特徴，新旧教科書で扱わ
れる重要用語の変化，高等学校教科書の重要用語と学習
指導要領及び中学校理科の遺伝分野の用語との関係に
ついて考察を行った。時代の流れの中，学習指導要領が
変わっていき，それと同時に教科書が扱う内容や用語も
少しずつ変化する。しかし，教科書や指導要領が変わっ
ても，遺伝の概念を獲得するために必要な用語は変化せ
ず重要用語として記載されている。つまりねらいを定め
るにあたってはそれら主要な用語の意味をきちんと理
解させつつ，枝葉をつけていくことが重要である。また

「資料に基づいて」という指導例が新学習指導要領には
多用されているが，生物の目標はまず「生物や生物現象
に関わる」ことである。今回の調査の結果，教科書ごと
に重点が置かれている用語，内容の構成の特徴が明ら
かとなった。これはまさに資料に基づく活動であるが，
用語の重要性や図，表の特徴等が分かったとして，それ
が実世界の生物のどれにあたり，何を意味しているのか
は，やはり実物なくしては語れない。社会に開かれた教
育課程で，探究の過程を取り入れながら「見方・考え方」
を学び，「資質・能力を育成する」ことが謳われる中，
生物学を指導するにあたり，今後も生物や生物現象と関
わるといった基本を見落とすことのないようにしたい。
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